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特集／ごみ問題を考える
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－
ご
み
問
題
を
考
え
る
＠

日
が
落
ち
て
な
お
、
ご
み
処
理
作
業

を
続
け
る
東
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
。
昭
和

必
年
に
完
成
し
た
こ
の
施
設
で
は
、
朝

日
町
と
入
善
町
か
ら
運
び
込
ま
れ
る
可

燃
ご
み
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ご
み
量
の
増
大
と
質
の

変
化
に
よ
り
処
理
に
要
す
る
時
間
が
増

え
、

2
年
前
か
ら
作
業
時
間
を
や
む
を

え
ず
延
長。

職
員
を
増
や
し

2
交
替
制

で
夜
叩
時
ま
で
、
ご
み
の
処
理
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。

町
全
体
で

1
0
0
o
J
以
上
、
一
人
当

た
り
で
は
年
間

m
J
以
上
と
大
幅
に
増

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ご
み
量
の
増
加
は
、
私
た
ち
の
刑
に

限
ら
ず
、
ム
ー
や
全
問
的
、
全
世
界
的
な

大
問
題
。
近
年
、
新
聞
や
テ
レ
ど
な
ど

で
も
様
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
も
、
環
境
問
題
や
財
政

的
な
問
題
が
そ
の
背
景
に
あ
る
た
め
。

「
開
院
か
さ
の
指
標
」
と
も
言
わ
れ
た
ご
み

は
今
、
私
た
ち
の
前
に

「
ご
み
問
題
」

と
し
て
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。

＝
ご
み
量
は
一
人
当
た
り

一一

年
間

3
4
4
同

6
1
9
9
J
。

こ
れ
は
昨
年
度
、
私

た
ち
の
町
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
量
で

す
。
一

人
当
た
り
年
間

3
4
4
J
の
ご

み
を
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

左
上
の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
最
近

5
年
間
の
ご
み
量
は
、
平
成

2
年
度
に

減
少
し
た
も
の
の
、
少
し
ず
つ
相
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
リ
ま
す
。

し
か
し
、

叩
年
前
の
昭
和
町
年
度
と
比
較
す
れ
ば
、

官
宮
沢
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
運
び
込
ま

れ
る
不
燃
ご
み

町のごみ量の推移

ご みの量 t 年当間l人
年度 人 仁l たりのk量g 前年比

人可燃ごみ 7f；燃ごみ ぷIコ弘、三＂1 。。

s 57 18.913 4,493 593 5,086 269 

562 18,508 5,040 80J 5,841 316 2.1 

563 18,374 5.107 824 5,931 323 1. 5 

H元 18.171 5,078 909 5,987 329 0.9 

H 2 18, 100 4,774 902 5,676 314 ム 5.2

H3 18.044 5, 136 1,063 6, 199 344 9.2 

※ごみ況は個人持込み分を含む。人LJ(j:各年12月31日現夜。

一一
処
理
費
は
一
世
帯
当
た
り

年
間

2
万

1
6
2円

毎
日
の
よ
う
に
各
家
庭
な
ど
か
ら
出

さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
。
こ
う
し
た

ご
み
は
、
燃
え
る
も
の
は
町
内
に
あ
る

東
部
消
帰
セ
ン

タ
ー
へ
、
燃
え
な
い
も

の
は
黒
部
市
に
あ
る
宮
沢
清
掃
セ
ン
タ

ー
へ
と
運
ば
れ
、
そ
こ
で
処
理
さ
れ
て

＇・ 東部清掃センターに運び込まれる可

燃ごみ。しかし．中には右写真のような

不燃ごみが灰の中力、らたくさん出てき ま

す。
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忠
告の

い

ま

す

。

他

し
か
し
、
当
然
な
が
ら
こ
う
し
た
ご
料

み
の
処
理
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
ー
一

昨
年
度
、
町
が
ご
み
の
収
集
、
処
理
の
い
れ

た
め
に
使
っ
た
お
金
は

l
億

4
9
0
万
九
い

円
。
一

世
帯
当
た
り
年
間
2
方

1
6
2

船

円
に
も
な
り
ま
し
た
c

山
町

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
す
で
に
東
カ

部
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
作
業
時
間
を
延
特

長
。
不
燃
ご
み
の
増
大
に
よ
っ
て
平
成
柑

2
年
に
建
設
さ
れ
た
宮
沢
清
掃
七
／
夕
刊

ー
も
、
連
日
フ
ル
稼
動
で
処
理
作
業
を
凶

行

っ

て

い

ま

す

。

て

糸、

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
も
ご
み
量
が
府

。

増
加
の

一
途
を
た
ど
れ
ば
、
処
理
経
費
…
寸

も
柏
す
ば
か
り
。
ご
み
減
量
化
へ
向
け
、

掛

け

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
真
剣
な
取
り
組

叫蜘
仁

み
が
関
わ
れ
て
い
ま
す
。

話
相守

．
平
成
4
年
匂
月
号
＠

刊
一片一一
丸山山

陰

ψ
附
吋

U
M

時
宮
沢
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
不
燃
ご
み
の
埋

め
立
て
地
。
寿
命
は
あ
と
巧
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

ことわざには．先人の知恵がi詮議されており．人生を生きていく tでの綴々 ~－ .ことを見つける ことができますe｜ことわざ紹介 ｜



特集／ごみ問題を考える

や
れ
ば

で
き
る
ノ
．

同
州
凶

ι 
同
凶
凹

川処
理
才
一一会
る
ゐ
の
は
家
庭
で
三一一一一
一一ぺ

不
燃
物
以
外
の
ご
み
は

ほ
と
ん
ど
出
し
ま
せ
ん

「
ご
み
の
収
集
日
が
い
つ
か
も
知
ら

な
い
く
ら
い
。
ほ
と
ん
ど
ご
み
は
出
し

ま
せ
ん
」
と
話
す
閏
村
さ
ん
。
回
村
き

ん
の
家
で
は
、
不
燃
物
以
外
の
ご
み
は

す
べ
て
自
宅
の
裂
に
あ
る
「
か
ま
ど
」

で
燃
や
す
か
、
近
く
の
畑
に
置
い
て
あ

る
コ
ン
ポ
ス
ト

へ
投
入
し
て
い
ま
す
。

「紙
類
な
ど
燃
え
る
も
の
は
、
毎
朝

燃
や
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
火
の
そ

ば
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
し
、
風
の
強

い
日

な
ど
は
火
を
付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

生

ご
み
は
コ
ン
ポ
ス
ト
へ
入
れ
、
た
い
肥

を
作
り
ま
す
。
化
学
肥
料
に
比
べ
野
菜

も
お
い
し
く
な
る
よ
う
で
す
よ
」
。

住
宅
が
密
集
す
る
市
街
地
な
ど
、
焼

却
炉
や
コ
ン
ポ
ス
ト
め
設
置
が
困
難
な

と
こ
ろ
は
別
と
し
て
、
ご
み
の
自
家
処

理
に
は
こ
れ
が
一
番
。
設
置
が
可
能
な

家
庭
で
は
、
田
村
さ
ん
に
な
ら
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

J

J

り
＼サ
イ
ク
ル
－で
・8
＼る
も
の
は
回
収
一三

電
司「

子
供
だ
ち
を
中
山
ω
巴

町
内
あ
げ
て
資
源
回
収

松
涛
町
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
同
年
ほ

ど
前
か
ら
年
間
を
通
じ
定
期
的
に
資
源

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
回
収
日
の
2

日
ほ
ど
前
に
各
家
庭
へ
回
覧
文
書
を
回

し
て
お
き
ま
す
。
当
日
、
子
供
た
ち
が

各
家
を
訪
ね
て
回
収
す
る
の
で
す
が
、

町
内
め
皆
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
で
子
供

た
ち
も
学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す

ね
」
と
、
世
話
役
の
若
島
さ
ん
。

こ
う
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
各

地
区
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
鉄
類
な
ど
を
回
収
し
て
も
、

引
き
取

っ
て
も
ら
う
場
合
は
逆
に
お
金

を
支
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
な
ど
、

や
っ
か
い
な
現
状
に
｜
。

「
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
け

る
な
ど
、
た
し
か
に
手
間
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

こ
う
し
た

こ
と
で
町
内
の
皆
さ
ん
に
も
分
別
の
意

識
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
し
、
子
供
た

ち
に
も
資
源
の
大
切
さ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
尊
さ
が
身
に
つ
く
と
思

っ
て

い
ま
す
」。

リ
サ
イ
ク
ル
も
ご
み
減
量
化
へ
の
有

－

効
な
手
段
で
す
。

回収量に応じ（3円／lkg）報奨金を出します
一一 リサイクル報奨金制度事業 一一

町では，リサイクル団体として登録された団体に対

し，アルミ缶や古紙など回収量lkg当たりに3円の報奨

金を出します。また，アルミ缶専用の回収袋を無償で

提供しています。現在，町内のリサイクル団体は松j寿

町児童クラブなど22団体。詳しいことは役場住民諜へ

お問い合わせください。

コンポスト設置に補助金を出します
一一 生ごみ処理器設置補助事業 一一

・－., 岡では昭和63年度から，1504以上のコンポスト（生ご

み処理器）を購入・設誼する家庭に対し，

2,500円を補助しています。今年度はすでに100件の申し

l基当たり

~ 
冨岡達信さん

（ごみ収室主義喜）

ー乙
句 ~’

i 〔~ （三 g （盗 ）

分別はキチンと。

爆発物や農薬な

ど危険物は出き

ないでO金 山 正ーさん
（資源回収集者）

日／つ乙

匂ケ（＠也3也）

なんでも引き取

れるわけではあ

りません。ごみ

と資源の区別を。
込みがあるなど大好評。お宅にもぜひ設置してください。

－
ご
み
問
題
を
考
え
る
＠

竹谷孝 子 さん
（宮崎地区婦人会長）

宮
崎
地
区
で
は

2
年
前
か
ら
婦
人
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
古
紙
平
ア
ル
ミ
缶

な
ど
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
活
動
に
は
地
区
の
皆
き
ん
の
協

力
が
不
可
欠
。
役
員
は
も
ち
ろ
ん
、
子

供
た
ち
ゃ
お
年
寄
り
の
皆
き
ん
も
積
極

主選！illに詩ぅ 道理iこかなったことばIi，人々 の耳に痛いものである。

現
在
、
町
内
に
は
側
近
く
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

3
台
の
収
集
車

で
ご
み
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
を
は
じ
め
、
燃
え
る
ご
み
と

燃
え
な
い
ご
み
と
の
分
別
な
ど
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
み
に
関
す
る
マ
ナ
ー
も

決
し
て
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
た
だ
、

一
部
の
人
だ
と
思
い
ま
す
が
、
使
い
切

っ
て
い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
や
農
薬
な
ど
、

危
険
な
も
の
を
不
用
意
に
捨
て
る
人
も

い
ま
す
。

先
日
も
収
集
一阜
の
中
で
爆
発
、
消

火
器
を
使
用
し
ま
し
た
。
ぃ
卑
が
壊
れ
れ

ば
、
ご
み
の
収
集
が
で
き
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

寸を論Ifて尺を伸ぷ一一一寸退いてもー尺前進する。小手IJを拾てて大利を取るたとえ。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

「
冷
蹴
庫
や
洗

濯
機
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う

問
い
合
わ
せ
を
よ
く
受
け
ま
す
が
、
こ

う
し
た
も
の
は
資
源
と
な
る
部
分
は
ご

く
一
部
で
、
ほ
と
ん
ど
が
ご
み
。
引
き

取
っ
て
も
処
分
に
困
る
の
が
実
情
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、

ど
う
い
う
も
の
を
ど
こ

へ
出
せ
ば
い
い
か
知
ら
な
い
方
も
多
い

よ
う
で
す
。
行
政
は
も
っ
と
P
R
に
努

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
町
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
の

方
々

は
本
当
に
よ
く
や

っ
て
お
ら
れ
ま

す
ね
。
私
も
町
民
の

一
人
と
し
て
、
今

後
も
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
お
力
に
な

り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

－
平
成
4
年
刊
は
月
号
＠



特集／ごみ問題を考え3
ご存じで曹が？

り
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
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らいを

もう

て

お き

と千寺っ

出す前
ごみ（~
つい？句

ザコよち

アルミサッシ

以前！こ比べ，ごみを出す際のマナーがよくなってきだと言われていますが，舎でも燃える

ごみと燃えないご、みをいっしょ！こ出しだり，出してはいけない危険物などをうっかり信てて

しまう人もいるようです。あ芯たのごみの出し方，もう一度チェックしてみてください。

しミだ、さくて出して--> 守をマナー

空ピン類

出さないでください

毛え3ごみ志え怠＼，....ごみ

j由

ー 専門の業者に処理して
もらってください。

a

鯵

畳

ホイル付きタイヤ

購入先等に引き取って
もらってください。

廃

毒物，危険物

バッテリーガスボンベ消火器

コンポストの正しい
設置 ・使用方法

； 設置方法
J ~l： 十 I ・I・，た I）の良い土の I・.を杉｜して，
l 10¥'lllはどj！肋ます＼！伽1(1i( IのJ－.）に雑草 J似

ら＇；~；を 2 ～ 3 ('Illほど敬きます

！ 置~
：①i1f II ~·在中する生ニみを投人 L . lS('m( 
！ どたまil!ま2～川i泣；－仁を五で｛本にカ‘l屯-r 
i ます
！②①を減。JJ起します

~®ιle. ：.：みの投入のっと '5e昨促進剤l または！ 山料州 ｛げ ーント川）
.；.リかけると．良't1のたいJJ巴が：I', >Iとま

~ す． （投入佐3～ 4ヶ！！

1♂ ときどき. ifj：：析 、 ；＇会·~ ‘ むんから等を
｛ 投入すilli,むっとH't1 CJ）たいJJ巴が，＇L¥! 
i dとます‘
i⑤ もし丘lが）c：七し た時には． ｜：をいちめ t
I んにまたは、消石灰 （－・J'li’りくらい） ~ 

@M・終的にやごみ等が－.！：，（；になゥた11.'dふ

'・I：.ごみ処J盟慌を引きJ：げ． 卜 ；~I＞の.＇.＇.~く

たい肥iヒした部分をたいJJ巴として悦m
L. ょうヒ熟のモl＜ごみ等［手作，；立した＇I：ご

ご『コ生
テレピ

－
ご
み
問
題
を
考
え
る
＠

※
白
日

ω宿
⑫
鵡
イ
M
d
ト

。
生
ご
み
な
ど
水
分
の
多
い
ご
み

は
水
気
を
よ
く
切
っ
て
袋
の
口

を
し
ば
っ
て

。
木
材
な
ど
大
き
な
も
の
は
長
さ

l
m
、
叩

m角
以
内
に
切
っ
て

。
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
は
、

十
文
字
に
し
ば
っ
て

ひ
も
で

。
畳
や
ふ
と
ん
な
ど
は
叩
師
以
内

に
切
っ
て

※
曲
目
ωお
＠
鵡
イ
診
ト

。
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
爆
発
の
危
険

の
あ
る
も
の
は
穴
を
あ
け
て

ガラス・コップ

。
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
缶
な
ど

は
電
池
、
油
な
ど
を
抜
い
て

。
刃
物
や
ガ
ラ
ス
な
ど
は
分
か
る

よ
う
に
表
示
を

。
ビ
ン
や
缶
な
ど
は
中
身
を
出
し

て
か
ら

清
掃
セ
ン
タ
ー
（簿
）
へ
も

直
媛
持
ち
込
め
ま
す

O
受
付
け
時
間

.•p: 
l:l 

F
4川
B

寺
。、
J
1
．
十
愛
コ
キ

，F
ピ！
a
a
M引

q
u

，AJ

，r
，，l
a
t
u
H
V

午
後
l
川
1
午
後

4
叫
初
分

午
前
0
0
時
却
分
1
午
後

O
叫

111,i 

O
手

数

料

東
部
（も
、
え
る
も
の

）日
比
に
つ
き
出

向

｛
ト人
き
さ
制
限
あ
り

）

一円
沢
（も
－
え
会
い
も
の

）組
大
ご
み
は

削
は
に

つ
き
榊
円
、
（
大
き
さ
制
限
あ

リ
・
町
党
仇
の
悦
川
一
河
川
4
U

常
必
製
）

品
し
く
は
い
東
部
出
川
セ
ン
タ
ー

（
宮

川
“
0
2
7
2
）、
古
川
出
川
セ
ン
タ
ー

（
告

白

H
4
8
0
8
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

ご
み
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

。
新
川
広
域
圏
事
務
組
合

岱
泣

1
2
2
0
0
内
線
2
4
5

ま
た
は
2
4
8
1

。
朝
日
町
役
場
住
民
課
涜
境
保
健
係

「
告
別

H
1
1
0
0
内
線
1
1
3）

－
平
成

4
年
刊
は
月
号

＠
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平成3年度の決算がまとまりまし定。

町政は，皆さんからの税金や固からの地

方交付税等を財源として運営されていま

す。ここでは一般会計を中山に図表であ

らましを紹介します。

58億4,313万円歳入56億5,485万円歳出

内訳町税の一般会計目的別歳出 計歳入
入湯税
s1on円
(0.596) 

A
Q

一
A両支

町税
18億5.258万円
(31.796) 

分担金及負担金
1億6.799万円
(2.9%) 

使用料及手豊史料
l飽1.392万円
(2.096) 

路収入ほか
3俄2.308万円
(5.5%) 

地方受付税
21徳6.317万円
(37.日%）

農林水産禁費
7健7.480万円
03. 7%) 

事’d
’zt
・
リ
一
し
も

り

？

問
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U
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R
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路支出金等
8｛~6.625万円
(15.3%) 

労働~
3.822万円
C0.7%) 

議会主2
Jttj2 .496万円
(c.296) 

商工費
l億3.896万円
(2.5%) 

平成3年度の主な＊業は次のように

なりました。

一般会計性質別歳出

然 防費
H慧2.732万円
(U%l 

健康・生きがい文化のまちづくり
0健l説明進対策fl・・・…－－・・・・……・…3.286Jil'I

O社会 ・.ff:人ti.HJ!:tlt ...…・・・…・・・H意5,458/jl'J

0 立体1・文化晶i興：.μ；定委託等…….2,727 Jj川
O tl：全体行fb~ 興’1~ 11'!~···· …ー・・…・・ 1, 372/j川

0 道路新設改u ・1~；長 時・・・ ・・ ・…...H怠1.394Jj川

Of.lld1)l・1111・l・J・；；住民・ぃ・・・・・・・0・・・・・・・li怠2,764JjJLJ

01！県’1；’＇H術づく り’ド業費・・・・・・・・・・・・・ 8,844/il'I

0環地術＇I・:・i1'H心

快適で住みよいまちづくり

町税の負担状況（町民｜人当り）

－
平
成

3
年
度
決
算
報
告

。

自
主
財
源
と
は
、
町
が
自
主
的
に
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
財
源
で
す
。

こ
の
財
源
の
占
め
る
割
合
は
、
町
の
行
政
活
動
の

且
主
性
と
安
定
性
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
の
目
安

と
な
り
ま
す
。

一
方
、
依
存
財
源
と
は
、
国
や
県
を
通
し
て
入
っ

て
く
る
財
源
で
す
。

こ
の
財
源
が
多
い
と
、
町
独
自
の
積
極
的
な
行
政

が
押
さ
え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
町
で
は
、
依
存
財
源
が
自
主
財
源
を
よ

回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源
の

な
か
で
町
税
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

が
町
の
自
主
的
な
運
営
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

固定資産税

5万5.006円

省『

~~ 

自主財源・依存財源てなーに？

財政：；；；）＠）~~

｛万11J)

，~·x: 人 歳 出 差づ｜
一 一 ー

｜司 1呆 ~ユ>.. 102.053 92.609 9,444 

！：人保健医療全員1・ 168,030 165.962 2,068 

，診療所会計 6、288 I 5司094 l, 194 
..＿ーーーーーー

簡易水道会計 7.299 6,695 604 
一用地取得会 cll・ 4,312 4.312 。
一一一 ・＇－ーー ． 

Jll 71< ~ ，、 512 428 84 

焚学資金会 J十1一司 125 106 19 

計ふ一品男IJ特

活気と魅力に満ちたまちづくり

0 民地 ・ 段ill戦術事業＇｛~··…...・2f立1,965JjJIJ 

0林道 ・ 林業~M~格｛絹4~業費 · • ・ 2f.t13, 268 Ji JI I 

Oノド点来：桜興事業費…－・…・・・・・…・・・3,884Jil'I

01!li l：業振興事業時一・・・…ー・…・…・8,0Q5Jj円

。観光 ・I~来~ t~...…・…………………2,979hJlJ

1. 229円 町たばこ税
自 ・I 3，引

退／その他 入湯税

886円 503円
大巧t~j出なるが若し……名人が作った 宍 ！：巧妙なもの：！ . 小刻 1：を 141 いないから ， 1<而的に見る ！＇： . かえ勺てへたにみえるといヲこと

( }ji I J} 

1：ι 人 I混 出 葺．’JI 
一

ヰ民主主的収 立； 232咽135 232.053 82 

資本 的収立 民.OB 10,981 ム 2,968
一 2110 .11¥8 243,034 ム 2,886

f( .／）よいもハ：；，’l、I＼・といえどLそ乃よきをたれないという こと：

企業会計（泊病院）

ふるさと活性化事業． 
平
成
4 
年
12 
月
さヲ。0郷UI＇，似 の去｛附'ii'1l情人 • 616万｜斗

0観光案内板咋の終fJllj＂＂……・・…ー ーーsnhr'l

ちぎれても錦…… 1'111かに t;lj/i_ ても鈎n oi:n~，い

0 地域的性化1rfilllJ’11；佐賀・・・・・・・・…・・…599h川

0文教ゾーン及び冶－附 ・境海岸整備計l曲

・・・・・ 1,217 JjJJJ 

oヒスイ）J;iィilll11i人技び嵐示施設整備

・・・539JjjlJ 
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十
一
月
十
七
日
に
完
成
し
た
シ
ヨ
y

ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
「
ア
ス
カ
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」
。
二
十
日
の
オ
ー
プ
ン
以
末
、

連
M
多
く
の
買
い
物
客
な
ど
で
に

E
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備
え
た
県
内
初
の

複
合
間
ン
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
広

く
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

教材；裁が《~犬~；

ぁ固た
歳

主勤；
芸さ
己ん

深
見
さ
ん
は
、
こ
こ
の
代
表
取
締
役
社
長
。

「
椛
恕
が
持
ち
上
が
っ
て
か
ら
足
か
け
十
年
。

紙
余
曲
折
を
経
な
が
ら
、
よ
う
や
く
こ

こ
ま
で

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
が
、
最

近
で
は
近
隣
市
町
に
も
大
型
一店
舗
の
建
設
が
相

次
ぎ
、
町
の
簡
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
こ
と
も
現
実
。
既
存
の
商
店
街
と

の
共
存
の
遣
を
探
り
な
が
ら
、

他
市
町
へ
の
消

貨
流
出
を
い
か
に
食
い
止
め
、
そ
し
て
呼
び
戻

す
か
。
ボ
ー
ナ
ス
、
そ
し
て
年
末
年
始
尚
戦
を

控
え
、
正
念
場
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

「
大
型
店
舗
と
い
う
構
え
で
は
な
く
、
聞
に

密
着
し
た
タ
イ
プ
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
一
店
一
店
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮

し
、
お
客
様
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
話
す
深
凡
社
長
。「
ア
ゼ
リ
ア

ホ
l
ル

の
利
用
も
含
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
育
て
て

い
た
だ
く
と
い
う
気
持
ち
で
、
で
き
る
限
り
の

努
力
を
兎
ね
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
諾
り
ま

す
。

会星座名やぎ座

ロ
マ
ン
を
求
め
て

二
年
間
に
わ
た
る
自
衛
隊
勤
務
を

経
て
、
ふ
る
さ
と
に

U
タ
l
ン
。
今

年
の
七
月
か
ら
J

A
朝
日
町
中
央
の

オ
ー
ト
パ
ル
朝
日
で
働
い
て
い
ま
す
。

勤
め
て
ま
だ
五
ヵ
月
。
現
在
、
車
両

の
藍
備
を
受
け
持
っ
て
い
ま
白す
が
、

ま
だ
修
行
の
最
中
と
い

っ
た
と
こ
ろ

で
す
e
組
味
は
ス
キ
ー
や
ド
ラ
イ
ブ
。
休

み
の
日
に
は
フ
ラ
リ
と
一
人
、
何
か

ロ
凶
一

同
月
一

＋

e＋
一

’レ
一
j

－
 

。、、一，
J

－
 

a
h

’一一
一
オ
一
先
一
型

陽
一
夜

1
・；

勤
一
血

食

一
会

会趣味 スキー ・ドライブ

0型

を
心
不
め
て
遠
く
へ
と
出
か
け
ま
す
。

故
近
、
新
し
く
卓
を
購
入
し
ま
し
た
。

で
き
れ
ば
い
つ
か
、
向
転
車
（
マ
マ

さ
ん
自
転
車
で
も
可
）
を
そ
れ
に
載

せ
て
出
か
け
、
線
の
な
か
を
走
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
か
僕

と
ア
バ
ン
チ
ュ

ー
ル
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

結
時
は
ま
だ
先
の
話
で
す
が
、
理

み
や

想
の
タ
イ
プ
は
妖
し
げ
な
魅
力
を
持

っ
た
女
性
で
す
。

ぶ；；〉
冨込必

，，， 

か
し
ま
し
三
姉
妹

わ
が
家
め
か
し
ま
し
三
姉
妹
を
机
介
し
ま
す
。

長
女
の
裕
子
は
、
と
き
ど
き
だ
だ
を
こ
ね
、

予
を
や
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
い
つ
も
心
気
で

妹
た
ち
の
め
ん
ど
う
を
よ
く
見
て
く
れ
る
お
姉

ち
ゃ
ん
。
来
年
一
年
生
に
な
れ
る
の
を
指
折
り

数
え
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

次
女
の
景
子
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
が
ん
こ
で
は

に
か
み
屋
さ
ん
。
故
近
少
し
ず
つ
お
姉
ち
ゃ
ん

の
向
党
を
も
っ
た
の
か
、
逃
げ
る
絢
子
を
追
っ

か
け
て
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
景
「

の
将
米
の
夢
は
若
議
婦
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

末
っ
子
の
絢
子
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
の
聞

に
割
り
込
み
。
じ
ゃ
ま
。
と
言
わ
れ
な
が
ら
も

あ
い

as弓

お
得
意
の
愛
嬬
を
ふ
り
ま
き
、
た
だ
い
ま
か
あ

ん
よ
仰
の
練
習
中
。

A
I
は
け
ん
か
ば
か
り
の
こ
ん
な
三
姉
妹
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
事
に
お
互
い
助
け

合
い
、
催
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
人
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

L、
さい
わ；干
や
カ、

わ
た
し
た
ち
「
朝
日

町
フ
レ

ッ
シ
ュ

テ
ニ
ス

愛
好
会
」
は
、
こ
の
秋

に
町
の
体
育
指
導
委
員

協
議
会
が
開
い
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ

ニ
ス
教
完
終
了
後
に
結
成
さ
れ
た
、

で
き
た
て
の
ほ
や
ほ
や
の
サ
ー
ク

ル
で
す
。

こ
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
は
、

テ
ニ
ス
ポ

l
ル
と
同
じ
大
き
さ
の

ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
と
シ
ャ
フ
ト
の

一向

い
ラ
ケ

ッ
ト
を
健
い
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
コ
ー
ト
で
行

う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

だ
れ
に
で
も
手
軽
に
で
き
、
楽

し
み
な
が
ら
き
わ
や
か
な
汗
を
か

け
る
と
あ
っ
て
、
最
近
で
は
女
性

を
中
心
に
大
変
人
気
の
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
普
及
し
は
じ
め
て
い

ま
す
。

ねたしの~~さと

川崎市

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

寺
崎
川
崎
と
い
え
ば
工
業
地
帯
を
抱
え

る
大
都
市
と
い

っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
私
が
育
っ
た
の
は

住
宅
街
。
今
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、

神
奈
川
県
の
川
崎
市
で
す
。

｜
｜
朝
日
町
に
来
ら
れ
て
何

年
に
な
り
ま
す
か
？

寺
崎

十
瓦
年
目
を
迎
え
ま

初
め
の
こ
ろ
は
、
夜

に
な
れ
ば
辺
り
は
す
ぐ
に
時

く
な
る
し
、
テ
レ
ビ
も
チ
守

し
た
。

ン
ネ
ル
も
少
な
い
し
で
寂
し

い
気
も
し
ま
し
た
が
、
私
自

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点
⑪

現
夜
、
私
た
ち
の
愛
好
八
去
の
メ

ン
バ
ー
は
男
女
合
わ
せ
て
二
十
七

名
。
毎
週
火
時
日
の
午
後
八
時
か

ら
約
一
時
間
余
り
、
泊
小
学
校
の

体
育
館
で
和
気
あ
い
あ
い
と
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

泣
ご
ろ
、
運
動
不
足
気
味
だ
な

と
感
じ
て
い
る
あ
な
た
、
ち
ょ

っ

ぴ
り
ウ

エ
ス
ト
あ
た
り
が
気
に
な

り
だ
し
た
あ
な
た
、
経
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
仲
間
づ
く
つ
を
し
た
い

な
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
、
今
人

気
の
新
ス
ポ
ー
ツ
、
フ
レ

ッ
シ
ュ

テ
ニ
ス
で
い
い
汗
を
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

身
、
順
応
性
が
あ
る
タ
イ
プ
な
の

で
ス
ム
ー
ズ
に
、
－
ち
ら
の
生
活
に

溶
け
込
め
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜
－
」
ち
ら
で
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か
？

寺
崎

現
在
、
犬
と
い

っ
し
ょ
に

作
業
農
家
と
し
て
米
や
メ
ロ
ン
、

大
り
F

な
ど
を
作
っ
て

い
ま
す
。
忙

し
い
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
も
の

を
育
て
て
い
く
農
業
に
魅
力
を
感

じ
て
い
ま
す
。

ー
ー
町
に
望
む
－
』
と
は
？

寺
崎

こ
ち
ら
は
水
が
わ
め
い
し
く

し
か
も
盟
高
で
す
ね
3

町
に
は
こ

う
し
た
お
い
し
い
水
や
笠
気
な
ど

部
会
の
人
た
ち
が
失
っ
て
初
め
て

そ
の
大
切
さ
に
公
付
い
た
よ
う
な

も
の
を
、
守
っ
て
い
く
施
策
の
充

実
を
望
み
ま
す
。

司－
M
L
昌

五ある畿に主歯なし 献 になる角のあるi欽には牙がない。すぐれた則iをいくつも兼ね備えるのは絡しいというたとえ。天は自ら劫く る者を助〈 一一天11 他人の助力を~i! I）とせず‘内分自身で努力するおに｝Jそかしてくれる 3
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（
お
ま
せ
な
N
ち
ゃ
ん
）
｛5
書ん）

（
給
食
を
食
べ
な
が
ら
）

何
〈ん

「
N
ち
ゃ
ん
、
だ
れ
と
結
路

す
る
が
つ
－
L

N
ち
Z
「
・・・

」

保
母
「
き
っ
き
、

H
君
が

N
ち
ゃ

ん
と
結
協
す
る
つ

τ言
っ
て

い
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
つ
・」

N
Z
ん
「
で
も
、
わ
た
し
結
婚
す
る

相
手
い
っ
ぱ
い
お
る
が
」

保
母
「
そ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
？

だ
ー
れ
」

N
ちゃん

「
K
君
や
ろ
、

。
ち
ゃ
ん
や

ろ
、
タ

l
坊
や
ろ
、

M
君
や

ろ
、
だ
か
ら
迷
っ
と
ら
」

（
給
食
後
、
久
声

T
）

N
ち
ゃ
ん
「
せ
ん
せ
｜

い、

Mn
君、

や
っ
ぱ
り

わ
た
し
と
結
婚
す
る

つ
も
り
や
よ
。
だ
っ
て
、
ほ
っ

ぺ
に
キ
ス
し
て
い
っ
た
も
ん
」

何
〈
ん
「
じ
ゃ
、
や
っ
ぱ
り

M
君
と企小雪(13)

.拓哉only少女（13)

たとえ＊たとしてL.油断していると，すぐにとりにカfしてしまう。

イ

サ

吋

A
V

＠
4
3
 

（
日
本
人
の
し
る
し
）
（5
歳
児
）

t
し

れ
ho
i
渇ペ
ヂ、勺めAH

 
，，？’
 

Au 
t
o
 

占
V
A
’

ね
」

嶋

Y
〈
ん
「
外
国
の
人
っ
て
、

い
人
も
お
る
」

r
凱

C
ち
ゃん

「
わ
た
し
た
ち
は
髪
の
毛
黒
い
日
枠
穴

い

ね

。

ど

う

し

て

か

な

マ

てー
し

わ
か
っ
た
。
き
っ
と
日
本
人
恥

日
本

ミ得占E
’

リ
託
吋

（
お
ひ
る
ね
の
と
き
、

な
か
で
）

日付
〈ん

「
せ
ん
せ
｜
い
。

ふ
と
ん
の

金
髪
っ
て

何
け
つ
・
」

保
母
「
金
色
の
髪
の
毛
の
人
の
こ

k
や
よ
。
外
国
の
人
に
い
る

色
の
黒

っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、

人
の
し
る
し
な
ん
だ
」

.稲荷智子（4)

題

広
報
ク
イ
ズ

＠
生る木（;t花から遣う......突がなる本（j:花が咲いたときから他と違勺てわかる。大成する人Ii，子どものときから人とはちがったすぐれた素質が
あるの

〔

聞

同

①
町
民
i
人
当
た
り
が
昨
年
出
し
た

ご
み
の
鼠
は
？

③
州
防
⑮
州
旬
。
川
河

②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ア
ス

カ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
M
は
？

＠
日
月
初
H

⑮
口一川
お
H

O

H

H
け
部
日

③
米
年
は
な
に
年
ワ

＠
さ
る
年
③
と
り
年
。
い
ぬ
年

〔
応
’
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、

hu所、

氏
名
、
年
齢
を
憎
い
け
さ
は
H
m
H
（当

H
消
印
有
効
）
ま
で
に
役
場
総
務
波

川
崎
占
広
報
係

｛一T
m
l
肝
判
H
町
道

下
1

1
3

3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
“

抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

会
前
闘
の
当
選
者
は
、
ゆ
き
、
｝さ
ん
、

あ
こ
ち
よ
さ
ん
、
京
極
笹
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。
（
正
解
は
①

l
＠
、②

ー＠
③
ー
。
お
辿
中
全
円
以
正
解
）

例年10月初めから11月半ば i
にかけ，各地区へ出向いて開 f

催している町長と話す集い。

「明日の朝日を考えよう」と題

し．町政の槌となる町民各位

の声をお聞きしていますが，

今年は知事選等の関係もあっ

て11月15日．朝日中学校体育

館を会場に開催させていただ

きました。各地区の区長さん

には，地区の方々への連絡な

ど大変ご苦労をおかけしまし

たが，町民総参加の町政推進

のため，今後は開催方法等に

ついても検討を加えでいき介

いと考えております。

今年も残り 1か月余1）。第

11次道路整備5箇年計画76兆

円錐｛棋のための中央総決起大

会をはじめ，自治体病院財政

危機突破全国大会，国保制度

改善強化推進全国大会，if-I水

砂防全国大会等に出席しなが

ら，来年度の事業計画のまと

1め作業に入っていますが， 小

学校や総合文化体育センター

の建設，生活関連事業などな

と＼峨員ともども笑施に向け

努力したいと思っています。

さて，今日は 「アスカ」と

「アゼリア」のオープンの目。

新しいショ ッピングセンター

とコミ ュニティーホールの今後

に期待するとともに，既存商

店街の方々にも出来る限りの

協力をするつもりでおります。

こうした一つ一つの積み嘉

ねが問．の活性化につながるこ

とを信じて一。（11月20日記）

－
平
成
4
年
旬
月
号
＠



第
日
回

朝
日
町
美
術
展

第
日
回
朝
日
町
美
術
展
が
日
月

l
日
か
ら

3
B
ま
で
の

3
日
間
、

教
育
文
化
会
館
を
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。

美
術
展
に
は
、
今
年
も
高
校
生

か
ら
加
歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
代

か
ら
絵
画
や
書
、
彫
刻

・
工
芸
、

U
引
の

4
部
門
に
同
点
の
力
作
が

寄
せ
ら
れ
、
述
臼
多
く
の
町
民
が

鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。

審
査
員
講
評

〈
絵
画
〉

昨
年
に
比

｜県中学駅伝 ｜

べ
多
少
点
数
的
な
変
動
が
あ
っ
た

が
、
内
容
的
に
は
盛
り
上
が
り
の

あ
る
展
覧
会
に
な
っ
た
。
持
続
し

て
堂
々
と
美
的
創
造
に
励
ま
れ
る

人
々
と
新
鋭
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
感

覚
が
競
合
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も

存
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
（
松
合
唯
同
）

〈
世
〉

応
募
数
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
だ
が
、
作
品
づ
く
り
が
年
々
向

総
合
力
で

5
位
入
賞

l可 田陣 ・ 曲、斗 !i 

企瀕しいトップ争いを繰り広げる5区稲村君
（北日本新倒往提供）

－
朝
日
町
美
術
展

⑪

L
し
し
て
い
る
よ
う
だ
。
な
か
に
は

傾
向
、
内
在
が
同

一
と
感
じ
さ
せ

る
む
の
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、

同

一
の
附
や
同
じ
社
中
・
で
あ
れ
ば

し
か
た
が
な
い
こ
と
と
思
う
。

自

己
表
現
が
多
分
に
加
味
さ
れ
、’

u

分’
H
身
の
も
の
を
傑
し
求
め
て
い

る
作
品
に
は
少
々
欠
点
が
あ
っ
て

も
魅
力
と
好
感
を
う
け
た
。

（
水
品
俊
光
）

〈
彫
刻

・
工
芸
〉
昨
年
よ
り
出
品

数
が
多
く
な
っ
た
の
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
町
展
犬
賞
に

該
当
す
る
出
米
の
も
の
が
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、

紙
芸
で
過
去
に
な
か
っ
た
も
の
が

今
凶
展
で
み
ら
れ
た
こ
と
が
せ
め

て
も
の
似
性
で
あ
っ
た
。

｛
殿
村
万
謙
）

〈
一
与
点
〉
昨
年
に
比
べ
て
出
品
数

が
多
く
、
全
般
的
に
み
て
内
符

L

l一
糾
し
て
い
た
。
い
ろ
い
ろ
な
出

影
素
材
、
い
わ
ゆ
る
モ
チ
ー
フ
と

い
う
も
の
が
非
常
に
広
が
っ
て
い

る
な
か
で
、
作
品
に
順
位
を
つ
け

る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
く
感

じ
た
。

（
能
島
誠
こ

な
お
、
町
展
大
賞
に
輝
い
た
の

は
次
の
ト
力
々
で
す
。

絵

画

の

部

漁

真

由

美

容

の

部

松

沢

弘

子

千

彫
刻
・工
去
の
郁
該
当
な
し

日

lf品
の

部

水

井

正

附

川
ム
口
君
は
区
間
l
位
で
し
か
も

区
間
新
の
見
事
な
走
り
を
見
せ、

2
位
に

M
秒
差
を
つ
け
、

ト

ッ
プ

で

5
区
稲
村
秀
ボ
君
へ
つ
な
ぐ
。

予
想
を
上
回
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
っ
た
の
か
走
り
に
．破
さ
が
み

ら
れ
、
中
継
点
で
は

2
位
に
後
退

し
6
区
広
沢
仁
省
へ
。
後
続
の
選

手
の
迫
い
上
げ
に
限
り
が
山
始
め
、

思
う
よ
う
に
ペ
！
ス
が
上
が
ら
ず

6
位
で

7
区
井
武
彦
君
へ
つ
な
ぐ
の

チ
ー
ム
唯
一
の

2
年
生
な
が
ら

k
m
9
位
と
い
う
村
リ
の
定
リ
で

順
似
を
．
つ
ト
し
げ、

5
此
で
ゴ
ー

ル
し
た
ε

今
年
の
円
際
を
述
成
し
て
く
れ

た
選

T
た
ち
に
大
き
な
，
相
手
を
送

る
と
と
も
に
、
温
か
い
応
肢
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
杵
憾
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（

布

市

明

教
諭

・
記
）

第
9
田
県
中
学
校
駅
伝
続
走
大
会

（%
小
杉
町
木
間
山
ラ
ン
ド
悶
辺
）

－
川均
千
総
合
5
枕

朝

日

中

・
珂

f
区
間
賞

｛
入
賞
｝

1
区
3
杭

石

井
倣
（
明
日
中
3
年
）

4
区
l
位

川
介
必
ハ

（
刺
日
中
3
年
）
大
会
新

魚
津
｜
黒
部
｜
入
善
問
駅
伝
競
走
大

会

（
九
魚
津

i
入
善
問
）

－
区

川

賞

男

子

1
．民

1

位

石

井

徹

（
例
日
中
3
年
）
大
会
新
女

f

4
K
l
位
長
井
香
織
（
朝
日
中
l

年）第
川
田
富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

｛火

山
山
i
高
附
間
）

－
区
間
賞
山
内
f
2
P収
3
位
れ
仲
汁

徹

（明
H
中
3
年

）

岡

山

氏
3
位

行
橋
M
U
己

（
川
明
日
中
3
年｝

富
山
県
中
学
校
新
人
大
会

（
%
以
父

山
山
武
辺
航
）

－
柔
道
市
同
級
2
位

川

原

英

樹

河
川
晴
樹
級
l
位

山

田

光

仁

第
1
田
県
高
校
陸
上
蹟
技
学
年
別
大

会

（
%
以
常
市
山
崎
上
般
技
場
）

－
男
下
1
年

削

M

3
位

伊

藤

正

人

（泊

高

）

棚

M
2位
石

僑

康

徳

（
高
岡
向
陵
高
）
走
り
幅
跳
び

l
位
金
井
昭
五
（
新
川
高
）

－
男
子
2
年
砲
丸
投
げ
3
位

字

削
浩
記
（
宮
山
商
給
高
専
）

－
女
子
1
年
制
M

3
位

水

砧

尚

チ
（
桜
井
立
向
）
砲
丸
投
げ
l
位

・火
山
の
紀
子
（
山
松
井
市
）

2
位

松
本
彩
r
T

（
水
僑
高
）
や
り
投
げ

2
位
松
本
彩
子
（
水
橋
高
）

円

盤
投
げ
l
位

大

品

有

紀

f
（
桜
井

大
家
庄
体
協
が
旧
連
覇
／

第
日
田
町
民
駅
伝
競
走
大
会

（%
町

内
6
医

m
m
M）

－
地
区
対
抗
の
部
1
位
大
家
庄
体
協

A

（
的
分
何
秒
）

2
位
山
崎
体
協

A

（
乃
分
U
秒）

・
ク
ラ
ブ
対
抗
の

部
l
位
朝
H
中
陸
上
部
A

（
り
分
お

紗
）

2
位
制
日
中
サ

ッ
ヵ
i
部
A

（
巧
分

ω紗
）
・
久

f
の
部
l
仇
朝

日
中
陣
よ
A

（
町
分

ω秒
）

2
似

朝
日
中
バ
ス
ケ

ッ
ト
（
別
分
お
秒
）

V
区
間
賞

・
地
低
対
抗
の
都

・
l
区
丙
川
車
利
（
日
分
∞
秒
）

2
区
越
以
宏
樹
（
日
分
お
紗
）
・
3

一
民
林
出
峨

（
日
分
割
妙
）
・
4
．収川

勝
政
仙
川

｛
は
分
別
紗
）
・
5
．Nれ
わ
れ
聞

U
明

（
9
分
臼
秒
）

・
6
．包
水
野
哲

也

（
8
分
目
秒
）

－
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

・
l
区
安
達

忠
行

｛
日
分
刊
紗
）

・
2
K河
内
尚

－
九
日
（
日
・
分
認
紗
）

・
3
一
区
後
藤
友
宏

（
ロ
分
問
秒
）
・
4
区
井
武
彦
（
日

分
訂
秒
）
・
5
区
広
田
直
人
（
9
分

M
秒）

・
6
区
大
菅
康
夫

（
7
分
日

医療の現場から
ぁ

石t:t
黒；答
真右
一一 自艮王Eとみ科

医
師

老人の視力低下
10月よリ，あさひ総イト州院

眼科に勤務しております。よ

ろしくおJ~fit,、します。

近年の眼科医療の進歩は同

覚ましし以前には考えられ

なかった病以でもネ見力の川復

が望めるようになっています。

外来診療1p, しばしば開くの

が「見えにくいのは．ずっと

前から」 「どうせ年寄りの日

だから」というものです。僻

かにそのほとんどは，老人性

白内障による視力低下です。

これは．今では目艮内レンズ柿

入手術を受けて良好な視力を

得ることができます。しかし

中には制作以病や高血圧等によ

る眼脱出J(IL，制限純血林内

障等が限、tLている場作があ I)

ます。

これらの病気も発見が早け

れば怖いものではありません

が，進行してしまってからで

は手術しても視力の回復が望

めなくなってしまいますJ年
寄り目だから」と放っておか

ずに検車を受けてください。

また詳しいII民践検炎は， Hぐ

す 1）て強？を闘いてから行うこ

とがあります。その｜祭は， 見

えにくさやまぶしさを感じる

ことがありますが，4～5時

間で元に戻りますから安心し

て検査を受けてください。州

気の発見には必要な検査です。

ぃハ川
｝
・
女
子
2
年

3
0
0
0
M
3
依

卜
部
乃
夫
｛
的
高
）

県
秋
季
ジ
ュ
ニ

ア
テ
ニ
ス
選
手
織
大

会

（
%
岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
附
）

男
子
同
級
以
ド
シ
ン
グ
ル
ス
2
似

消
水
大
志
郎
（
店
側
第

一
山川
）

テ
ニ
ス
県
秋
季
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大

会

（
%
朝
日
町
総
合
体
育
館
）

比
政
以
下
女
子

ン
ン
グ
ル
ス
2
位

清
水
み
の
リ
（
朝
日
中
l
年）

第

8
田
町
ビ
l
チ
ボ
ー
ル
協
会
長
杯

選
手
権
大
会
兼
県
大
会
予
選

（
貯
1

%
町
民
総
A
H
体
計
館
）

V
附
力

f
～
部

－
A
ク
ラ
ス
l
他
山
崎

B

B

C

2
位
肖
机

・
B
ク
ラ
ス

l
位
大
家
作
ピ
ー
チ
ポ
；
ル
愛
好
会

2
枕
ク
ロ
ビ
シ

・
C
ク
ラ
ス

l
似

ブ
ル
ポ
ン

2
U．h
附
昨
日

・
0
ク

ラ
ス
l
位
い
い
ら
こ

8

2
位
い
い

ち
ょ
A

v
k
f
一
部

－
A
ク
ラ
ス
l
位
ヤ
ン

グ
ス
マ
イ
ル

2
杭
ゲ
ル
メ
｜
ツ

－
B
ク
ラ
ス

l
位
ゲ
ル

メ
｜
ツ

2

位
清
水
町

・

cク
ラ
ス
1
依
大
家

庄
ニ
ュ

ー
ス
マ
イ
ル
A

2

位
八
「

・
D
ク
ラ
ス
l
位
ス
マ
イ
ル
A

2

位
あ
か
ね

V
女
チ
二
郎

・
C
ク
ラ
ス
1
位
か
っ

さ
か
B

2

位
泊
1
区
B

第
時
回
夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
%
1
w
K
町
民
総
合
体
行
館
）

－
男
子
1
位
三
枚
崎

2
位
境

－
女
子
1
位
泊
3
区

2
位
五
箇
庄

紗
）・
女
f
の
部

・
l
区
長
作
及
川
純
（日

分
引
紗
｝
・
2
．u
n氷
上
九
日
紀
子
（
日

分
日
紗
）
・
3
．似肘
聞
か
さ
ね
（
リ
凶

分
は
秒
）
・
4
医
門
川
沿
絵

（
日
分

日
秒
）

・
5
区
山
本
晃
世
（
日
分
臼

秒
）

・
6
区
水
野
矢
如
川
（
9
八
刀
円
秒
）

第
日
回
富
山
県
ウ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
%
石
動

出
校
体
育
館
）

－
大
縄
跳
び
（
は
人
制
）
優
勝

保
み
づ
な
チ
ー
ム
（
1
9
6
凶
｝

－
平
成

4
年
旬
月
号
＠
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栄えある受賞
（
ロ
名
）

辺辺品以品 jみ品 Jゐ品村村泉品川 rR谷問問内木崎嶋

さまざまな分野で長年ご活路され

てきた方や凶体が， このほど次のよ

うな表彰を受けられました。

ございますおめでとう

町

成

者

名

簿

こ
の
名
簿
は
、
昭
和
川
制
作
4
H
2
N
か
ら
附
初
凶
同
年
4
月

l
uま
で
の

聞
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
4
年
日
月

l
H
川
河
在
、
州
判
U
町
に
住
民
票
の

あ
る
人
を
紋
せ
て
あ
リ
ま
す
。

F

散
H
昨
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m
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朝

日

人
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山
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維
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鹿

多
聞
盛

一
小

竜
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一
藤

麻

紀

一
藤

美

江

…
前

知
口
史

一
稲

兵

紀

了

…

深

ち
は
る
い
水

兵

剛

州

…

野

h
v

一．u
m
H

陽
一
郎
…
大

盟
一
鍛

哲

…
清

雄

大

一
清

太
久
説

…
石

友
問
主
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石

大
家
庄
（
川
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…
リ

大

輔

…

道
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…

山

点

芙
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田
本

凹

本

田

坂長岡石
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心
汁
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日
印

刷
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下

舟
目
下

附

記

正

綴
世
代

L
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H
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同
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巴ノ寸笑也

知
H
氏
知
美

川

悦

〆

寸

利
尖
，
ト

h
H

凡
a
E

．，回目’
e

禿

M
苅降

妙

fT

美
由
希

公

時

知

尖

叶
川

叫

打

H

れ

i

博

行
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哲P

名簿に名前が載っていなくても

「成人式JIこは出席できます

就学 ・就臨等により朝日町に住所が

なくても家族が町内に住んでいる人や，

11月以降に転入された人は，朝日町の
成人武に出席できます。

希望者は12月15日までに教育委員会

（宮83-1100内線 304）へ連絡を。
（－ すも－ 幸美臣

－
成
人
者
名
簿

⑪

［
十

防

団

秋

期

訓

直

日
月
1
日
、
朝
日
町
消
防
団
の
秋

季
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
巡
回
広
報
や

放
水
訓
練
な
ど
が
管
内
全
域
で
行
わ

れ
た
ほ
か
、
泊
地
区
で
は
中
町
、
荒

川
4
・
5
丁
白
、
沼
保
の
各
町
内
会

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
通
報
や
越
雄
、

初
期
消
火
な
ど
の
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
は
次
の
方
々
へ
の

表
彰
伝
達
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
知
事
現
場
表
彰

安
達
義
信
、
永
口
了
（
第
1
分
団
団

貝
）
、
藤
井
正
明
、

t
門
野
幸
雄
｛
第

2
分
団
団

R
〉
、
高
健
派
（
第
3
分
団

団
員
）
、
谷
克
三
（
節
4
分
団
班
長
）
、

根
建
末
松
（
第
5
分
間
団
員
）
、
広
島

普
成
（
第
6
分
団
団
員
）
、藤
保
和
昭

（
消
防
本
部
消
防
士
長）

子i記紀 t自．チギ J告明 也 栄光忠日向 ｛ぜ

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰

長
律
消
山
崎
｛
第
1
分
団
問
円
以
）
、
湾
問

手
樹

（那
2
分
団
問
貝
）
、中
島
精
一

（第
3
分
団
団
員
）
、米
丘
政
文
（
第
4

分
団
団
員
）
、一長
井
靖
彦
（
第
5
分
団
団

員
）
、
米
谷
由
美
男
（
第
6
分
団
団
員
）

朝
日
町
長
退
団
者
感
謝
状

村
口
隆
造
（
元
消
防
団
削
団
長
）
、
谷

口
誠
一
、
北
山
民
（
元
第
1
分
団
班

長
｝
、
住
吉
朝
森
（
元
第

2
分
団
団

員
）、
西
村
美
則
（
元
第
3
分
間
部

長
）
、
山
手
靖
夫
（
・
冗
第

3
分
団
経

長
）
、
新
回
章
（
元
第
4
分
間
部
長
）
、

末
上
毅
（
元
第
4
分
間
団
員
）
、総
漆

完
治
（
元
第
5
分
団
分
団
長
）
、
長
井

孝

一
（
元
第
5
分
間
班
長
）
、
佐
国
之

夫
（
元
第
6
分
団
団
員
）

一
笹
川
小
が
学
校
給
食
優
良
校

一

一
と
し
て
県
教
委
表
彰
受
賞

一

m月
初
日
、
学
校
給
食
の
実
施
に

優
れ
た
成
果
を
あ
げ
た
富
山
県
学
校

給
食
優
良
校
に
笹
川
小
学
校
が
選
ば

れ
、
富
山
県
教
育
委
員
会
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

一長
井
富
子
さ
ん
が

一

一社
会
教
育
体
験
文
優
秀
賞
一

同
月
7
目
、
富
山
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
第
引
回
富
山
県
社
会
教
育

大
会
の
席
上
、
笹
川
地
区
婦
人
会
の

長
弁
富
7

す
さ
ん
の
社
会
教
育
体
験
文

「生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
地
域
活
動

を
目
指
し
て
」
が
挺
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
・
－
平
成

4
年
刊
は
月
号
＠
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~靭臼 IBJ社会得祉協議会は．

皆さんと共にt也被の福祉向

上を目指す福祉団体です。

－場所

朝日町福祉センター内

ft83-0576 

笑
顔
、

笑
顔
で
ふ
れ
あ
い

ボランティア
だより

｜
｜
第
悶
回
福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り
ー
ー

あ
な
た
の
声
を
県
政
に

県
政
モ
ニ
タ
ー

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
凶
答
し
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
出
席
政
全
般
に
わ
た

っ

て
建
設
的
な
意
見

・
要
望
等
を
随

時
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
・
任
期

日
名

・
2
年

間
（
平
成

5
年
4
月
か
ら
）

応
募
資
格

県
内
に
居
住
す
る
初

歳
以
上
の
人
で
、
県
政
に
関
心
の

あ
る
人
。

た
だ
し
、
公
職
選
挙
法

に
よ
る
公
職
者
、
公
務
員
、

タ

l
縫
験
者
は
除
き
ま
す
。

富
山
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る

・
」
意
見
や
ご
要
望
を
広
く
県
民
の

皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
す
る
た
め
、

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

モ
ニ
タ
ー
の
職
務

県
政
に
闘
す

くらしの情報室

ホット求人情報
5番産主号里 求人戦稜 年極右 賃金 性別

就業場所 採用 免資絡経験
円 休 8 人数 5午 主事

紡深夜勤務 18才～ 180,000～ 男
朝日目T乎柳

3 不問績工 SS才 300,000 日他. ~手 104 日

2 筏術者及び 18才～ 12S,OOO～ 男 朝日町月山 5 
高校卒以上

抜術者免習 35才 180,000 日祝，月 2図土曜 普通免許

3 配管工及び 20才ー 194,000- 男 朝日町道下 3 
不問

見 習 40才 250,000 自他 普通免訴

4 家具販売 18才～ 137,800～ 男 朝日町東草聖子 高校卒免以上
配 達 4S才 212,000 水，年間77日 普通許

5 重機運転手 25才～ 200,000～ 男 朝日町三牧矯 不問
45才 270,000 日祝他 車両系運転資格

6 組 立 エ18才ー 120,000- 女 朝日町大家庄 s 不問so才 122,400 日祝，月 2回土曜 特になし

7 者 3董 婦 18才一 170,000～ 女 朝日町道下 2 准肴．正君主
60才 210,000 指定日

8 配 送 員 20才～ 120,000 女
朝日町宮崎 不問

60才 日祝 普通免許

9 フロン 卜係 20才～ 130,000～ 女
朝日町三枚橋

不問35才 160,000 会社指定日

10 接客業務 30才～ 200,000～ 女
朝日町湯の瀬

5 
高校卒程度

so才 240,000 会社指定臼

平成41手12月分

モ公f求人情報一覧表sbご利用下さい．｛商工観光線カウン？ーに展示｝
会〈わしい二とは．魚津公共lll:M安定所初日fl-'.ilrns2・0198へお問い合わせ＜I:' cい。

〔
官
会
員
加
入
状
唖

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す
町

社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
リ
ま
し
た
。

蓬
沢
茂
男
、
蓬
沢
は
な
、
蓬
沢
竹

与、

水
野
初
枝
、
水
野
消
広
、
蓬
沢

周
作
、
蓬
沢
き
く
、
水
野
文
太
郎
、

水
野
国
昭
、
蓬
沢
友
義
、
蓬
沢
正
二
、

水
野
満
、
水
野
三
郎
、
水
野
健

一
、

秀
永
増
雄
、
安
達
作
松
、
秀
氷
敬
一一一、

水
野
行
雄
、
水
野
孝
志
、
谷
口
八
重

子
、
谷
口
春
雄
、
谷
口
道
子
、
名
古

屋
弘
信
、
名
古
屋

一
郎
、
名
古
屋
と

す
、
谷
口
信
義
、
谷
口
あ
さ
の
、
谷

刷
工
一、
水
野
敏
男
、
山
本
茂
、
谷
口

邦
夫
、
議
沢
作
品
作
、
名
古
屋
昌
司
、

花
一一司
、
名
古
屋
茂
治
、
蓬
沢
誠
、

選
沢
は
な
、
長
津
清
一中
、
長
津
喜
代

子
、
水
町
光
雄
、
水
野
欣
u
f、
必
川

マ
キ
、

ぃ亦
川
存
子
、
水
野
収
作
、
亦

川
佐
治
、
水
野
幸
光
、
地
回
勝
久
、

高
島
章
、
高
島
洋
子
、
月
野
敏
子
、

づ
野
秀
人
、
づ
野
幸
太
郎
、
り
軒
ひ

と
み
、
長
原
忠
、
U
K
尿
た
み
f

寸
、
伊

藤
博
、
伊
藤
久
子
、
根
建
藤
吉
、
服

挫
昭
子
、
岡
田
弘
、
問
問
喜
久
子
、

阿
国
真
和
、
問
問
祁
香
子
、
寺
崎
伊

佐
、
北
寸
崎
森
子
、
ヰ
寸
崎
信
間
十
雄
、
オ
ザ

崎
涼
子
、
寺
崎
き
よ
、
東
幸
雄
、
東

さ
よ
子
、
東
靖
久
、
東
貴
久
子
、
下

沢
久
松
、
下
沢
久
直
、
下
沢
み
き
子
、

山
口
あ
つ
子
、
訳
出
覧
、
れ
問
ふ
く
、

下
沢
和
夫
、
下
沢
道
代
、
下
沢
厚
、

下
沢
和
美
、
犬
回
十
三
治
、
犬
田
孝

子
、
舟
川
伊
之
助
、
舟
川
愛
子
、
務

峰
好
夫
、
総
峰
美
智
子
、
ル
勝
候
芙
ト出砂

子
、
佐
波
ま
つ
ゑ
、
寺
崎
重
卒
、
寺

崎
百
合
子
、
上
沢
弘
、
佐
渡
栄
春
、

｛
村
沢
政
司
、
舟
川
保
久
、
舟
川
恵
美

子
、
川
端
柳
太
郎
、
佐
岐
点

一
、
佐

針；艇はがき

回目回－0口
企富富
画山山
県県市
民庁新
部総
広曲
報総
諜一

七

口

電生氏｛正
話年名所
番月
号制

性
別

二口口口

「県
政
モ
ニ
タ
ー
」
に
泌
募
し
ま
す

－
帥
制
業
．民
分

・
勤
務
先

2

0什
Mm
モ
ニ
タ
ー
品
川
崎
制
の
わ
何
娃
…

0
0年
皮

O
Oモ
ニ
タ
ー

3
川引小
政
モ

ニ
タ
ー
応
募
の
い
他
ね

pm宇
代
皮
）

職
業
区
分

①

農
林
・
漁

業

②

建

設

・
製
造
業

③
尚
．i
サ
ー
ビ
ス

業

・
自

由

業

④

主

婦

⑤

無

職

締
切
り

平
成

5
年
1
月
初
日
（当

日
消
印
有
効
）

選
考
結
果

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て

い
た
だ
く
人
に
は
、

3
月
下
旬
に

本
人
あ
て
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

県
庁
広
報
課

（
君
。

7
6
4
1
MH
1
3
1
3
3
）

へ
s

期 0「一一寸
問新 レス
赤 デキ
平 倉イ ｜
成 温 ｜ツ

空泉スア
斗ロE与 4・L ・ I 

1 キスム
月 l キ」
23ツ l
日 ア奉U

守） ｜三一」

波
あ
き
、
斉
藤
和
子
、
鍛
治
忠
夫
、

下
漫
談
、
下
様
笑
子
、
根
建
武
義
、

深
松
範
男
、
犬
田
正
夫
、
大
西
政
義、

金
森
喜

一
、
金
森
は
る
い
、
常
明
宏
、

鷲
好
子
、
村
上
洋
、
高
沢
賢
治
、
高

沢
き
よ
し
、
寺
崎
文
朗
、
下
沢
政
彦
、

下
沢
芳
秋
、
下
操
作
雄
、
下
沢
高
茂

起
、
後
藤
静
枝
、
越
坂
勝
郎
、
佐
渡

明
、
中
島
久
万
男
、
下
山
浩
二
、
下

山
照
子
、
坂
上
ト
シ
イ
、
松
下
義
雄
、

松
下
み
つ
ゑ
、
折
谷
幸
三
、
折
谷
信

子
、
仙
名
一
三
、
仙
名
ヨ
シ
エ
、
ド
片

桐
武
、
下
沢
力
松
、
米
丘
昭
松
、
西

尾

一
之
、
篠
田
浩
、
後
藤
巌
、
高
桜

治
、
松
永
常
次
、
河
村
正
夫
、
中
村

総
三
、
下
似
ハ
ツ
エ
、
下
州
弘
美
、

下
沢
麻
美
、
花
房
悦
子
、
玉
水
玲
子
、

ヰ
寸
回
久
代
、
真
岩
吉
範
、
長
井
賞
芳
、

加
藤
俊
之
、
岡
本
仁
一

、
水
島
昭
作
、

雨
戊
攻
、
南
戊
敬
、
陶
茂
附
三
、
街

地
三
郎
、
大
’
品
隊
司
、
出
円
出
孝
之
、

南
部
松
男
、
魚
律
銀
次
、
大
西
賞
、

中
島
安
夫
、
近
江
正

一
、
近
江
き
ち

子
、
大
和
隣
三
、
大
和
孝

f
、
桜
建

出
英
r
寸
、
坂
本
功
、
塚
本
洋

f
、
村

口
悲
二
、
村
口
ヤ
イ
子
、
柚
木
駒
夫
、

柚
木
康
子
、
平
坂
美
樹
子
、
大
和
マ

ツ
エ
、
近
江
茂
、
近
江

エ一ィ，
十、

安

必
初
枚
、
河
内
登
、
河
内
陸
子
、
竹

内
進
、
横
谷
賢
二
、
横
谷
松
太
郎
、

大
久
保
久
義
、
大
久
保
恵
美
子
、
高

佐
正
安
、
水
島
金
也
、
小
林
敏
夫
、

広
田
秀
雄
、
清
水
鼻
、
竹
内
長
英
、

池
原
金
造
、
池
原
ひ
き
子
、
勝
阻
達

夫
、
勝
目
静
子
、
松
下
三
郎
、
松
下

み
ち
え
、
永
日
明
義
、
永
口
す
し
江
、

一史
凶
利
作
、
堀
地
澄
江
、
堀
地
哲
栄
、

佐
々
木
次
郎
、
刷
明
地
成
、
佐
々
木
良

作
、
岩
井
博
、
岩
井
康
正
、
折
戸
房

二
、
折
戸
す
ず
チ
、
清
水
親
範
、
佐

総
妙
子
、
布
津
庄
一

、
古
樺
等
、
西

M
白
川

（
l
泊

2
日
）

場
所

新
ふ
倉
温
泉
ス
キ

l
場

参
加
費

1
2、
0
0
0
向

定

員

初
名
（
先
着
順
）

O
レ
デ
ィ

ー
ス
・
ス
キ

l
教
室

期
日

平
成

5
年
2
月

9
日

場
所

糸
魚
川
シ
ー
サ
イ
ド
バ
レ

ー
ス
キ
｜
場

参
加
費
l
、
0
0
0
円

定
員

初
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
は
教
育
委
員
会
へ
。

Z

戸
籍
手
数
料
が

＝

＝

変
わ
り
ま
す

一一

戸
籍
手
数
料
令
の

一
部
改
正
に

よ
り
、
平
成

5
年
1
月

1
日
か
ら

戸
籍
謄
本
等
の
交
付
手
数
料
が
次

の
よ
う
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

－
戸
籍
の
謄
抄
本

l
通
4
0
0

刊

（
3
0
0
刊
）

・
除
籍
の
勝

抄
本

l
過
7
0
0
問

（
5
0
0

問
）

・
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項

に
闘
す
る
証
明
説
明
事
頃

l
件

3
0
0
円
（

2
0
0
川門）

・
届

出
の
受
理
一等
の
－証
明
書

1
通
3

0

0
問
（

2
0
0
円
）
（
削
L
Y
M州
制
）

詳
し
く
は
役
場
住
民
課

（
宮
内

線
1
0
8
）
へ
。

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

島
信
雄
、

水
島
幸
治
、
水
島
和
子
、

水
島
す
が
、
臼
本
得
、
内
山
和
明
、

青
木
功
、
間
部
健

一
、
山
崎
幸
枝
、

花
房
三
郎
、
大
島
利
負
、
坂
本
健
治
、

坂
本
三
郎
、
広
沢
潔
、
広
沢
昭
久
、

水
野
功
、
広
沢
長
松
、
広
沢
信
子
、

大
野
ク
ニ
、
新
村
辰
雄
、
松
回
正
雄
、

広
沢
久
三
、
西
島
義
弘
、
坂
本
弘
、

野
村
は
り
、
西
島
す
み
子
、
坂
本
正
、

松
田
与
三
男
、
能
島
友
行
、
大
倉
喜

一
、
小
杉
能
子
、
小
杉
敏
夫
、
山
崎

真
一

、
山
崎
正
直
、
一
線
井
信
栄
、
白

井
博
、
山
崎
吉
秋
、
山
崎
順
子
、
岡

田
一
義
、
岡
田
浩
義
、
藤
田
聡
、
藤

尉
利
男
、
由
井
と
み
子
、
以
上
一
m名

制
口
（

8
月
刊
ω
日
以
後
の
紙
片
助
者
が

多
数
の
た
め
、

今
月
掲
載
で
き
な
か

っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
次
回
す
で
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
7
ふ
願

い
ま
す
。）

あ
り
が
と
う
あ
た
た
か
い
忌

＠

朝
日
町
巻
意
銀
行

（
同
月
N
日
i
u
月
問
自
）

。
月
山
と
く
名
さ
ん
か
ら

2
0
0
0
0問

。
と
く
名
さ
ん
か
ら

3
0、
0
0
0円

。
富
崎
水
島
文
明
さ
ん
か
ら
亡
父

善
寵
さ
ん
が
生
前
お
世
話
に
な
っ
た

お
礼
と
し
て

1
0
0、
0
0
0円

－
平
成
4
年
口
月
号

＠

あなたの善意を
「愛の袋J

｜年｜金｜だ｜よ｜り｜国民年金の保険料は納めましたか
ヘ

舎年も12月T白から「歳末だ

すけあい運動」ガ始まります。

各地区の民生委員，町内会長さ

んから「愛の袋」ガお宅に届き

ましだら，皆さんのl山温まる善

意を入れてください。

花t;t.棋に帰る i咲いた 1Ui . その木の似，t; に lf.i: リ落ちてこやしに主ふ物はみなその fHiJ~［に煽るものだと いう たとえ 。

一年金はあなたの老後の生活を守ります一

冷や~と貌の意見l立後薬一・冷やj何 iillキ｜旬がた ってから ききは 仁 め. f,Qの意見しi主Hになってからそのあリがたんがわかるように主る

3 4 



－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
＠

一一
人
権
相
談
の
利
用
を

一

ロ
月
4
日
か
ら
刊
日
ま
で
は
、

「
人
権
週
間
」
で
す
。
毎
日
の
生

全国の保健所ではエイズ（後天性免疫不全症候群）に

関する電話相談や面接相談，血液検査を受け付けていま

す。工イズに感染しているかどうかは血液検査でわ力、り

ますが， 検査 ・相談は匡名 （氏名・ 住所を告げることな

く）で受けることができます。

｜黒部保健所の場合｜

。相談日／随時（相談は無料）

二
町
営
墓
地

（高
畠
）

二

二

公
募
受
付
け
中

二

町
で
は
、
高
畠
地
内
の
町
営
墓

地
の
公
募
受
け
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
法

役
場
住
民
謀
環
境
保
健
係
（
宮
内

線
1
1
3
）
へ
。エイ

検査・相談は匿名ででき ます。

,:;, 朝
日
町
職
員
募
集

朝
日
町
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

V
看

護

婦

若

干

名

V
診
療
放
射
線
技
師

1
名
0

・v調
理

員

若

干

名

受
験
資
格
・・・
・・・・
・・
該
当
す
る
免
許

を
有
す
る
か
来
年
5
月
ま
で
資
格

取
得
見
込
み
の
人
。
調
理
員
を
除

き
年
令
制
限
が
あ
り
ま
す
。

受
付
け
期
間

平
成
4
年
比
月
1
日

（
火
）
か

ら
ロ
月
お
日
（
月
）
ま
で
役
場
総

務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
人
事
係

（宮
内
線
2
0
7
）
へ
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

活
の
中
で
闘
っ
た
こ
と
や
悩
み
事

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
富
山
地
方

法
務
局
魚
津
支
局
（

E
n
l
0
4

6

1
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権

擁
護
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
朝
日
町
の
人
権
擁
護
委

員
は
、
次
の

3
名
の
方
々
で
す
。

草
野
三
郎
（
官
位
1
1
0
3
4
）

蔚
藤
俊
雄
（
佳
昭
U
2
0
5
1
）

下
坂
雄
昭
（

E
m
l
0
6
3
5
）。問合せ先／黒部保健所保健予防課（宮52-1224)

一一道路除雪にご協力を

・除雪時間

積雪状況により適宜行いま

すが、通勤通学に合わせて早

朝除雪を重点に実施します。

・被害防止のために標識を

除雪により被害を受けやす

い沿道の物件（植木・塀垣等）

には、赤布を付けたサオなど

の標識を設けてください。

－事故防止に協力を

除雪作業は大型機械で行う

ため危険です。作業範閣内に

は立ち入らないようにしてく

ださい。

－お騒がせします

大別機械を使用するため、

沿道の皆さんには早朝から騒

音や振動でご迷惑をおかけし

ますが、ご容赦ください。

－除雪に関するご意見・ご要

望は町内会長を通じて左記へ。

〈国道〉建設省黒部国道維持

出張所（告白ul714）

〈県道〉富山県入善土木事務

所（合ηH1133）

〈町道〉朝日町役場内道路除

雪本部（官邸l1100、時

間外はEm－－977）

ーこQ)~~i＝入ヲ？三宅提1~し汚：主す門
主． 事 名 場所 完予成定 官金1耳 額負 業 者 t~.当課

居匙村喜基盤総合重韮イ絡事号業 舟Ill新 3月
同 有限会社 農林

決議』義務排水路2 級改修工事
22,866,000 

河内組 水車主総

県単土地改路良重主義査・備改事修業工事 佐谷 12月 2,884,000 長業歪株谷建式設会社工 農林
鐙谷用水路 水産量巣

道IBTi路草舗越梁花房維持線z路j;.;J肩匙補修工務 小在池 11月 4,429,000 成熊ヱ業 建設謀
株式会社

県山斗崎1新土地地改区良水墨路書備改修事工業事 山崎新 12月 3,759,500 IJ,'[熊工業 農林株式会社 水産量集

l平供柳単土水地路改改修良軍工基｛感賄事業 平柳 3月 2,399,900 間本組 農林水産量線

｜歳未のサイレン吹鳴l
歳末特別聖書放のサイレンを

次のとおり吹鳴します。火災

と間違えないようご注意くだ

さい。

・日時 12月28日～12月31日

午前7時と午後9時

・吹l鳴方法 15秒吹鳴のあと

6秒休み （断続3回）

谷
口
宗
次
、
大
森
一
規

山
崎
地

区
会
七
訳
栄
、
会
大
井
博
徳
、
食

河
端
靖
夫
、
※
江
端
隆
、

※
普
万

敏
雄
、

※
長
津
和
久
、
※
大
森
雅

子
、
※
名
越
真
由
美
、

※
稲
荷
催
、

※
愛
場
優
二
、
黒
崎
幸
代
、
七
津

将
人

大
家
庄
地
区
女
渡
辺
昇
、

食
白
井
崇
、
※
住
吉
雅
人
、

※
小

川
洋
道
、

※
井
口
一
美
、
※
坂
口

洋
紀
、
※
坂
口
弘
文
、
山
岡
知
博
、

山
本
奈
緒
子
、
野
村
克
巳
、
清
水

規
明
、
杉
本
大
輔
、
由
井
則
子
、
白

井
貴
子
、
青
木
博
美
（
以
上
問
名
）

。
ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※ 

マ
本
町
の
中
川
禎
子
さ
ん
か
ら
絵

画
1
点

マ
東
京
都
東
久
留
米
市
の
長
崎
真

人
さ
ん
か
ら
絵
画
1
点

法、※梅津雅一、※越坂邦夫、

※大窪祥司、※米田正克、※

南野和之、長津孝司、殿村康

彦、広野春美、魚津泰之、臼

本知子、伊藤真由美、久野木

和美、平田友成、水島俊夫、

米国学、折谷浩司、水島義武、

川合俊雄、松本武志、八木由

美子、下沢愛、松本舞子、岡

静男、山崎実、金津浩子五

箇圧地区会尾山伸幸、ムヤ品目

昇、ムM金井賞登、女浜田光司、

交窪野隆記、会近江徳子、※

竹谷俊範、※浜川けい子、※

数家普継、斉藤昌宏、西日千

里、住吉孝子、大久保忍、南

茂聖子、新聞由香里南保地

区※内川香代子、※小林光義、

※永口義時、※谷口政一

生活必需昂1聯
11月 分 （毎月10日現在劇変） 『単柏位会’: I司

~ t勾 ｛面 格
JI, 名

11月 前月比 前年間月比

手iガ ソ ン
133 。＋ 1 

（掛売le) 

j自 n i1!1 
1,007 + 13 6 

聖日 （商d途180

u巴”Z 一I p tt ス 3, 117 。+ 75 
( 5 rn’） 

言；所用洗 高I]
255 。日

（中性洗剤6oom.e> 

用
ティシュペ ーパー

149 C¥ - 10 (400枚紙箱入リ ）

一悶 トイレ γ トペー パ ー
306 。+ 23 ロロ

（放紙ロール4f箇組）

食 パノFY;: 。＋ 7 （普通品6牧人リ）

tr ／ 
屯田tノ

てp
339 。- 22 力H (450 g l箱）

エ
しょう油

574 。＋ 9 o .s eぺγトボトル入リ）

食
サラダ ii~

349 。+ 21 
（ポリ谷線700g入り）

Cl と つ 」、
103 。＋ 9 白”

（もめん l丁）

守二 宇L
256 。+ 15 

< 1 e ，マッ ク入り）

斗二 肉

3rf ~2 ＋ 3 （中険jもも100g) 

豚 肉
ミ円ノ24173 - 17 主主 （中肉もも100g) 

総 E’~～~、』ワt卵 180 一 9 - 52 鮮 (Mサイズ

£ ね ぎ
154 + 48 - 53 

（普通品 1kg) 

食 If tl 、、 し よ 238 + 31 - 74 
（普通品 lkg) 

品キ ヤ ’＼ ' .. / 
91嶋 16 - 257 （普通品 lkg) 

人 衆,,, 
27 ヰじ｛170 - 91 

（普通品 lkg) 

くら しの情報室

午後l時一2時

。検査結果／2週間後に結果が出ますが，プライバシー

保護のため， ご本人が来所された場合のみ

お知らせします。（電話での結果報告等はしません）

。検査 日／水曜日

。検査手数料／2.496円

愛
の
献
血

協
力
者
名
（
日
月
実
施
分
、

食
印

は印刷
J

肌
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は

m
M
献
血
者）

境
地
区
※
水
島
五
十
美
、

※
水
島

ふ
じ
子
、
※
水
島
勇
二
、

※
水
島

美
栄
子
、
岩
城
美
千
子
、
水
島
綾

英

宮
崎
地
区
※
波
間
教
子
、

※

加
藤
幸
喜
、

※
松
本
京
子
、
扇
谷

よ
し
子
、
水
島
貴
子
、
水
島
依
子

笹
川
地
区
※
折
谷
政
明
、
長
井
利

治

泊
地
区
会
田
中
博
、
会
谷
口

直
符
、
会
笹
川
一
典
樹
志
、
会
浦
田

朱
実
、
※
越
間
敏
郎
、
※
物
中
え

り
子
一
、
※
名
取
賞
、

※
加
藤
優
志
、

※
魚
住
真
由
美
、

※
大
門
順
子
、

※
河
村
浩
、
※
寺
崎
昭
彦
、
※
鳥

端
芳
雄
、

※
中
島
優

一
、
※
佐
渡

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
1

（
告
白

1
0
5
7
4）

新
し
い
本

美気 （
智遺 一
子い 般
さ 心書
ま遺 ）

とい
自
三E

族
た
ち内i
海ム
女子
江

河
原
敏
明

紀
子
さ
ま
の
育
児
日
記高
清
水
有
子

愛

の

ま

わ

り

に

瀬

戸

内

寂

聴

頭
の
い
い
亦
ち
ゃ
ん
が
で
き
る
本

二
見
書
房

3
番
診
察
室
に
ど
う
ぞ村
崎
芙
蓉
子

年
賀
状
一
九
九
三
年誠
文
堂
新
光
社

（小
説）

エ
ン
ジ

ェ
ル

名
臣
伝

眠
り
を
殺
し
た
少
女

琉
球
の
風
ハ
門
i
M問

長
谷
川
康
夫

津

本

陽

赤
川
次
郎

陳

舜

臣

国
境
の
南
、
太
陽
の
西
村
上
春
樹

透

明

な

遺

書

内

田

康

夫

炎

天

北

方

謙

三

恋
慕

l
時
代
小
説
の
女
た
ち
｜

縄
田
一
男
編

本
の
紹
介

-, 

平：
の

屋

西翌
資tロロL同

↑専号

今

豆
白
川M

L
燃

山
一曙
…

弘
一q．
問

四

M
Z剛噌

黒
部
の
自
黙
の
真
っ
只
中
に
ポ

ツ
ン
と
建
つ
平
の
小
屋
。
登
山
客

と
釣
り
客
に
愛
さ
れ
続
け
る
こ
の

山
小
屋
は
、
佐
伯

一
家
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
山
小

屋
の
主
で
あ
る
と
同
時
に
職
漁
師

か

〈

え

い

き

と
ひ

で

き

と

肉

リ

で
も
あ
る
、
覚
英
、
党
秀
、
覚
憲

の
3
代
に
わ
た
る
親
子
の
人
間
ド

－フマ
。

〈〉
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

「
ロ
シ
ア
語
辞
典
」
他
幻
冊

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

「
点
訳

・
広
報
あ
さ
ひ
」
プ
チ
コ
の
会

・
平
成
4
年
旬
月
号

＠

；。t;. 1> ti. V、，
船に乗れrt船頭佳せ－自分がよく知lらない分野の二とは何事でも．そのj草の専門家にff：せるのがいちばんょいという ことa下手の横好きー…趣味や千！：I：＊~・どに対して．下手なくせに釘きで熱心である ζ と 。 下手なくせに．むやみやたらに好むこと 。



つ

身近な話題を待っています （ft83ー竹00内線204）ヘ。

明日の朝日を考えよ

ー

一
月
十
．
A
目
、
川
明
日
中
学
校

体
育
館
で

「
町
長
と
話
す
集
い

」

一
か
開
か
れ
ま
し
た
匂

－

「
明
日
の
帆
H
を
身
、
え
よ
う
」
を

臥

テ

i
マ
に
、
町
民
いか
町
民
の
砕
き

刊日

ん
の
生
の
戸
を
お
聞
き
す
る
よ
め

に

集
い
に
は
、
町
内
十
地
区
か
ら
約

・
」
い

百
三

l
人
が
出
席
。
柳
沢
伸

一
さ

集

ん
、
採
見
弘
夫
さ
ん
、
長
空
間
半

距

さ
ん
の
体
験
発
表
、
町
長
め
施
政

一日〕

万
針
一
説
明
に
続
き
、
各
地
区
の
区

長

長
さ
ん
な
ど
か
ら
町
政
へ
の
提
案
・

市町

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

－
こ
の
目
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

一
れ
た
立
屯
な
ご
怠
比
は
、
こ
れ
か

ら
の
町
づ
く
リ
を
進
め
る
う
え
で

大
い
に
役

ιて
ら
れ
ま
す
。

「お
め
で
と
う
」
は
力
作
で

一一 境小児童サケ手づかみ 一一

境
小
学
校
の
子
供
た
ら
が
卜
リ

二
十
四
日
、
鹿
川
の
上
流
で
サ
ケ
の

手
づ
か
み

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

境
地
灰
公
民
館
の
は
門
さ
ん
が
例

日
内
水
出
漁
協
の
協
力
を
え
て
開

催
し
た
つ
か
み
捕
り
大
会
に
は
、

雨
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
校
生
徒

主
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
せ
き
止
め
た
川

に
放
さ
れ
た
約
仁
｜
同
の
サ
ケ
を

前
に
大
作
び

－
水
し
ぶ
き
と
倣
山

を
あ
げ
な
が
ら
、

一いけ
は
ど
も
あ

る
大
物
捕
り
に
少
中
に
な
っ
て
い

ー
泊
郵
便
局
で
年
賀
状
教
室

i

泊
郵
便
局
で
は
子
供
た
ち
に
手

作
り
の
年
釘
状
を
山
し
て
も
ら
お

う
と
、
十
月
三
十
一
日
か
ら
卜

一

月
十
例
日
ま
で
の
宍
凶
の
土
眼
目

を
使

ゥ
て
「
年
賀
状
版
幽
教
室
」

を
聞
き
ま
し
た
。

殿
村
方
議
き
ん
（
中
道
下
）
を

講
師
に
迎
え
た
ζ

の
教
室
に
は
、

小
学
校
の
．
4
年
、
六
年
生
の
チ
供

た
ち
卜
証
人
が
参
加
米
年
の
え

と

、
と
り
」
な
ど
を
題
材
に

L
た

ユ
ニ

ー
ク
な
作
品
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

おつかなびっくり大物捕り

ま
し
た

あなたの回りの広報係では，

?ih・J'むリ？強工

& Topics News 

宗寺少「
恕容議品f

朝
日
商
業
開
発
株
式
会
社

（第

三
セ
ク
タ
ー
）
が
建
設
し
て
い
た

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ア
ス

カ
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」
が
十
一

H
卜
七
日
、

J
R
泊
駅
西
側
に
光
成
し
、
二
十

日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

凶
の
特
定
商
業
集
積
坐
備
事
業

の
第
一
号
と
し
て
ん
沌
成
し
た
こ
の

地
設
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
み
で
な
く
多
目
的
ホ
ー
ル
も

備
え
た
朝

H
町
の
新
た
な
商
業

・

文
化
の
拠
点
。

一一
卜
し
ハ
の
テ
ナ
ン
ト
が
人
川
す

る

「
ア
ス
カ
」
と
、
一一一
’円。九
卜
h

ハ

席
の
ホ

i
ル
や
研
修
去
な
ど
が
あ

る
『
ア
ゼ
リ
ア
」
は
今
後
、
桜
へ
い
川h

シ
ヨ
吋
ビ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

多
く
の
人
た
ち
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の
場
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

い
き
い
き
健
や
か
に

ー
あ
さ
ひ
憧
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
l

M
M
あ
さ
ひ
他
胤
フ

ふ
ス
テ
ィ
パ

ル
が
ト
一

川
八
日
制
川
町
中
山
人

農
協
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
、

こ
の
健
康
の
祭
典
に
は
約
一
一
h

二
十
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

タ
レ
ン
ト
海
原
小
浜
さ
ん
の
「
波

乱
が
丈
の
わ
が
人
生

・
思
い
や
り

の
人
生
」
と
題
す
る
講
演
や
、
町

職

H
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
リ

の
健
康
寸
劇
な
ど
を
来
し
み
な
が

ら
、
健
や
か
な
人
生
に
つ
い

て
の

理
解
を
様
め
ま
し
た
。

－
』
ん
な
休
み
が
ほ
し
か

ー

l
第

2
土
曜
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

｜
｜

校
の
休
み
を
使
っ
て
子
供
た
ち
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
も

ら
お
う
と
十

一
月
十
問
目
、
問
つ

の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

を
開
き
ま
し
た
。

f
供
た
ち
に
い
や
前
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取

勺
て
選
ば

れ
た

「
お
北

f
づ
く
り
」

と
「
ビ
ー
チ
ポ

ー

ル
」
、

「
ゲ
ー
ム
＼

「竹
と
ん
ぽ

っ
く
り
」
の
科
技
中
に
は
、

町
内
の
小
中
小
松
か
ら
約

二
．白
五
卜
人
の
子
供
た
ち

が
参
加
“
ふ
だ
ん
学
院
の

段
業
ゃ
ん
糸
嵯
て
は
味
わ
え

な
い
よ
う
な
来
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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Eヨ月 E週表 I~高

,3,iざと醗見νI－宋⑧ 2
具民のしカ冶ずフな

縄文の風吹く 丘

三峯グリーンランド
一一 21一一

昔
は
狩
猟
や
炭
焼
き
、
木
の
伐
綜
な
ど
、
山

仕
事
を
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
の

一
つ
に
「
は
ば
き
」
が
あ
り

中
φ
lし
れ
～
。

（はぱき）

も
も
ひ
き
な
ど
の
上
に
重
ね
て
は
く

き
」
は
、
雨
や
雪
か
ら
衣
服
を
守
り
、

す 「
ねは
をば

保
護
す
る
役
目
も
来
た
す
こ
と
か
ら
農
作
業
や

旅
に
出
る
際
、
ま
た
冬
に
は
防
寒
具
と
し
て
も

重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

材
料
は
夏
の
問
に
刈
り
取
っ
て
乾
燥
さ
せ
て

が

a

わ
ら

お
い
た
蒲
ゃ
い
草
に
い
ご
（
藁
の
芯
）、
そ
の

他
植
物
の
茎
や
表
皮
な
ど
。
こ
う
し
た
材
料
を

冬
の
問
、
編
み
ム
ロ
を
使
っ
て
各
自
の
す
ね
の
大

き
さ
に
合
わ
せ
て
上
の
部
分
を
広
く
、
下
の
部

分
を
狭
く
編
ん
で
い
き
、
最
後
に
上
下
に
ひ
も

を
付
け
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

身
近
に
あ
る
植
物
を
う
ま
く
利
用
し
て
作
ら

れ
た
「
は
ぱ
き
」
は
、
先
人
の
知
恵
の
産
物
。

水
は
け
も
よ
く
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
肌
に
な
じ

む
う
え
、
足
も
と
も
安
定
す
る
こ
と
か
ら
仕
事

も
は
か
ど
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

saヤ

や
が
て
木
綿
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
と
脚

－e
’A 紳
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
山
仕
事
な
ど
に
は
安
全
性
に
富
ん
だ
「
は

ば
き
」
を
利
用
す
る
人
も
ま
だ
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

標高270～350メートルの三

峯丘陵に広がる三峯グリーン

ランドは，林間歩道やキャン

プ場，展望台などを備えた自

然のなかのレクリエーション

施設。宮崎坂企ゃ日本海にき

らめ く漁り火など，展望台か

らの眺望もすば‘らしく，冬に

はここで町民スキー大会も開

催されます。

また，この辺 t）一帯は三峯

遺跡群としても知られ，今か

らおよそ4000～5000年前の縄

文時代の人々が生活していた

1':l:重な遺跡も多〈発見されて

います。

rい
よ
い
よ
は
月
今
年
も
あ
と

一
ひ
と
月
を
残
す
ば
か
り
と
な
り
ま

酬
し
た
。
新
し
い
年
を
前
に
、
そ
ろ

…
そ
ろ
年
賀
状
の
準
備
や
大
帰
除
な

一
ど
が
気
に
な
り
出
し
た
人
も
お
ら

岬
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

）
 

即

V
き
て
、
今
月
号
の
特
集
は
ご
み
同

時
問
題
。

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
盛
ん

崎
ト

一
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
問
題
で
ぽ

唱
す
が
私
自
身
、
実
際
に
ご
み
の
処

7
．

岬
理
現
場
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、

可
計

叫
取
材
に
訪
れ
た
今
回
が
初
め
て
。

的
）

一
連
び
込
ま
れ
て
く
る
膨
大
な
量
の
一

明
ご
み
を
目
の
当
た
り
に

「
も

し

、

引

r

こ
う
い
う
施
設
が
な
か
っ
た
ら
」
的

酌
と
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
二

j

u
V
ご
み
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
a
1

3番
町
「
ご
み
行
政
」
の
立
ち
遅
れ
を
指
摘

一

医

師
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な

一

冨

聞
と
こ
ろ
で
も
ヤ
ル
気
さ
え
あ
れ
ば
、

園

開
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

・
J

も
ま
た
事
実
で
す
。

園

内
V
皮
肉
な
こ
と
に
今
月
号
の
「
広

圏
西
崎
報
あ
さ
ひ
」
は
、

μ
ペ
l
ジ
と
や

璽

糊
や
厚
め
。

ご
み
に
な
る

（
？
）
前

零
に
少
し
で
も
目
を
通
し
て
い
た
だ

曳

け
れ
ば
幸
い

で
す
。

－
平
成
4
年
口
月
号
＠

もり
・ミ割強陣』

先 人のぬく

カッコ内はがI月比世帯数 5.194 ( 0) 男 8.357(-17) 〔11月の人口〕


